
令和５年度 第１回 足立区地域包括ケアシステム推進会議 

 

 

日時：令和５年６月１４日（木）午後２時から 

会場：足立区役所 中央館８階 特別会議室 

 

 

１ 議題 

（１）令和５年度Ｚｏｏｍでオンライン体操教室の本格実施について  Ｐ 1 

 

（２）令和５年度ぱく増し事業の取組について    Ｐ 3 

 

（３）令和５年度地域包括支援センターの業務委託評価の実施について Ｐ 4 

 

 

２ 報告 

（１）令和４年度介護予防事業の実施結果について    Ｐ 6 

 

（２）令和４年度食べてフレイル予防事業の実施結果について  Ｐ10 

 

（３）令和４年度医療・介護連携研修の実施結果について   Ｐ12 

 

（４）令和４年度認知症施策の実施結果について    Ｐ14 

 

（５）令和４年度認知症月間の取組結果について    Ｐ16 

 

（６）あたまの健康度測定（認知症検診推進事業）の進捗状況と今後に 

ついて         Ｐ19 

 

（７）地域包括支援センター支援システムの本稼働の開始について  Ｐ21 

 

（８）エンディングノート（じぶんノート）の作成について   Ｐ22 

 

以上 



※　敬称略、順不同

医・介 総合 認知 住まい 運協

1 会長 酒井　雅男 ｻｶｲ　ﾏｻｵ 学識経験者 弁護士 長

2 副会長 白川　泰之 ｼﾗｶﾜ　ﾔｽﾕｷ 学識経験者 日本大学　教授 副

3 副会長 山中　崇 ﾔﾏﾅｶ　ﾀｶｼ 学識経験者 東京大学　教授 長

4 副会長 永田　久美子 ﾅｶﾞﾀ　ｸﾐｺ 学識経験者
認知症介護研究・研修東京センター
副センター長 副

5 副会長 粟田　主一 ｱﾜﾀ　ｼｭｲﾁ 学識経験者
東京都健康長寿医療センター研究所
副所長 長

6 副会長 大口　達也 ｵｵｸﾞﾁ　ﾀﾂﾔ 学識経験者 前　高崎健康福祉大学　講師 長

7 委員 山本　亘 ﾔﾏﾓﾄ　ﾜﾀﾙ 足立区医師会 副会長 副

8 委員 賀川　幸英 ｶｶﾞﾜ　ﾕｷﾋﾃﾞ 足立区医師会 副会長 副 副

9 委員 久松　正美 ﾋｻﾏﾂ　ﾏｻﾐ 足立区医師会 理事 ○

10 委員 花田　豊實 ﾊﾅﾀﾞ　ﾄﾖﾐ 足立区歯科医師会 理事 ○ 〇

11 委員 鈴木　康大 ｽｽﾞｷ　ﾔｽﾋﾛ 足立区薬剤師会 理事 ○ 〇

12 委員 和田　庸右 ﾜﾀﾞ　ﾖｳｽｹ
東京都柔道整復師会
足立支部 副支部長 〇

13 委員 鵜沢　隆 ｳｻﾞﾜ　ﾘｭｳ 足立区介護サービス事業者
連絡協議会 会長（居宅介護支援部会長） 〇 〇

14 委員 塩谷　総吾 ｼｵﾀﾆ　ｿｳｺﾞ 足立区介護サービス事業者
連絡協議会 副会長（訪問介護部会長） 〇

15 委員 羽田　雅代 ﾊﾀﾞ　ﾏｻﾖ 足立区介護サービス事業者
連絡協議会 副会長（訪問看護部会長） ○

16 委員 伊藤　好美 ｲﾄｳ　ﾖｼﾐ 足立区介護サービス事業者
連絡協議会 副会長（通所部会長） ○

17 委員 小島　直樹 ｺｼﾞﾏ　ﾅｵｷ 足立区高齢者福祉施設
連絡協議会 会長 ○

18 委員 君成田　健一 ｷﾐﾅﾘﾀ　ｹﾝｲﾁ 介護老人保健施設 しらさぎ　事務長 ○

19 委員 青田　明子 ｱｵﾀ　ｱｷｺ 東京都宅地建物取引業協会
第三ブロック足立区支部 幹事 〇

20 委員 鮎川　博司 ｱﾕｶﾜ　ﾋﾛｼ 全日本不動産協会東京都本部
城東第一支部 副支部長 〇

21 委員 松井　敏史 ﾏﾂｲ　ﾄｼﾌﾐ 認知症疾患医療センター センター長 ○

22 委員 大竹　吉男 ｵｵﾀｹ　ﾖｼｵ 足立区ボランティア連合会 会長 ○

23 委員 石引　力也 ｲｼﾋﾞｷ　ﾘｷﾔ 足立区シルバー人材センター 理事 ○

24 委員 中村　輝夫 ﾅｶﾑﾗ　ﾃﾙｵ 足立区友愛クラブ連合会 ねんりん編集委員長 ○ 〇

25 委員 鈴木　由美子 ｽｽﾞｷ　ﾕﾐｺ 足立区民生･児童委員協議会 第七合同花畑地区会長 〇 ○

26 委員 村岡　孝次 ﾑﾗｵｶ　ｺｳｼﾞ 足立区町会･自治会連合会 厚生部副部長 ○ 〇

27 委員 結城　宣博 ﾕｳｷ　ﾉﾌﾞﾋﾛ 足立区社会福祉協議会 地域福祉部長 ○ 〇

28 委員 吉清　健太郎 ﾖｼｷﾖ　ｹﾝﾀﾛｳ 足立区社会福祉協議会
基幹地域包括支援センター 地域福祉課長 長

29 委員 依田　保 ﾖﾀﾞ　ﾀﾓﾂ 区職員 地域のちから推進部長

30 委員 中村　明慶 ﾅｶﾑﾗ　ｱｷﾖｼ 区職員 福祉部長（高齢者施策推進室長）

31 委員 馬場　優子 ﾊﾞﾊﾞ　ﾕｳｺ 区職員 衛生部長

32 委員 田中　靖夫 ﾀﾅｶ　ﾔｽｵ 区職員 建築室長

33 委員 金澤　大輔 ｶﾅｻﾞﾜ　ﾀﾞｲｽｹ 区職員 建築室住宅課長 〇

（各部会委員人数） 7 6 7 7 10　　　　　　　　　注）新任の方には、氏名に下線を引いています。

足立区地域包括ケアシステム推進会議委員名簿

「長」＝部会長　　「副」＝副部会長　　「○」＝部会員

令和5年6月1日現在

番号 役職 氏　名 フリガナ 選出団体名 所属における役職 等
部会

「医・介」 ＝ 医療・介護連携推進部会

「総合」 ＝ 介護予防・日常生活支援総合事業推進部会

「認知」 ＝ 認知症ケア推進部会

「住まい」 ＝ 高齢者の住まいの事業推進部会

「医・介」 ＝ 医療・介護連携推進部会

「総合」 ＝ 介護予防・日常生活支援総合事業推進部会

「認知」 ＝ 認知症ケア推進部会

「住まい」 ＝ 高齢者の住まいの事業推進部会

「運協」 ＝ 地域包括支援センター運営協議部会
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令和５年度 第１回地域包括ケアシステム推進会議 

令和５年６月１４日 

件  名  令和５年度Ｚｏｏｍでオンライン体操教室の本格実施について 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

令和４年度に試行した標記事業の、令和５年度本格実施にあたり、

実施内容について報告する。 

 

１ 目的 

（１）感染症や悪天候等で集合が困難な場合でも、自宅で介護予防事業

に参加できる機会を創出する。 

（２）スマートフォンやタブレット等の使い方を学び、高齢者自身の生

活に取り入れ、コミュニケーションの幅を広げる。 

（３）スマートフォンを使い、自ら情報を取得できるようになり、緊急

時に活用できるようにする。 

 

２ 令和４年度実施結果 

事業名 内容 実施回数 参加者数 

事前説明会 ① Ｚｏｏｍの設定方法

及び基本機能の説明 

② 説明会の場で、実

際のＺｏｏｍ体験 

１回６０分 

計５回開催 

１９名 

Ｚｏｏｍで

オンライン

体操教室 

座位で行うストレッチン

グや筋力トレーニング 

１回３０分 

計６回開催 

４４名 

（延べ） 

 

３ 令和５年度実施内容 

令和４年度に引き続き、Ｚｏｏｍだけではなく、スマートフォン等

の操作が苦手な高齢者のための、対面型の教室を実施する。 

（１）Ｚｏｏｍでの開催 

 ア Ｚｏｏｍでオンライン体操教室 

 （ア）内容 

     ① 毎週水曜日、同じ時間で開催（１４時～１４時３０分） 

     ② 椅子を使った座位のみの体操 

    ③ 他の介護予防事業の紹介 

 （イ）開催時間 

    １回３０分 

 （ウ）定員 

    ２０名（５０名まで参加可） 

 （エ）会場 

    Ｚｏｏｍ内 

 

（２）対面型での開催 

  ア Ｚｏｏｍでオンライン体操教室事前説明会 

議題１ 
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  （ア）内容 

     ① Ｚｏｏｍへスムーズに入室できるようになるための、

端末操作の講座 

② 説明会の会場で、実際にＺｏｏｍへの接続を体験 

③ 委託事業者が用意するポータブルＷｉ-Ｆｉにより、 

参加者は通信料無料 

④ 毎月、区内５カ所ずつの会場で開催 

  （イ）開催時間 

     １回６０分 

  イ はじめてのスマホ教室 

  （ア）内容 

     【体験コース】 

      ① スマートフォンを使った脳トレやｅ-スポーツ（囲碁、

将棋等）、ＹｏｕＴｕｂｅ鑑賞等の体験教室 

     【基礎コース】 

      ① Ｗｉ-Ｆｉの接続方法やＬＩＮＥの使い方、ＱＲコード

の読み取り方法、リスク管理など、スマートフォンの基

本的な知識・操作の講座 

      ② 区の公式ＬＩＮＥアカウント、Ａメール、防災アプリ

の登録 

  （イ）開催時間 

     体験・基礎どちらも１２０分 

  ウ 対面型の定員及び会場 

  （ア）定員 

     対面方式の教室は全て２０名 

  （イ）会場 

     対面方式の教室は全て、下記会場にて実施。 

① 地域学習センター 

② 千住西複合施設 

③ 総合ボランティアセンター 

④ 勤労福祉会館 

 

４ 今後の方針 

（１）高齢団体との周知・案内の連携を始める。 

（２）参加者アンケートを実施し、事業の効果測定及びその他の介護予

防事業への連動につなげる。 
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令和５年度 第１回地域包括ケアシステム推進会議 

令和５年６月１４日 

件  名  令和５年度ぱく増し事業の取組について 

所 管 部 課  福祉部 高齢施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

６５歳以上の高齢者が体重や筋肉を維持して元気に過ごせるよう、

たんぱく質を多く含む食品を普段の食事に増して摂る「６５歳からの

たんぱく増し生活～肉も魚も食べよう～」事業、通称「ぱく増し」を

令和５年１月から推進。令和５年度の取組について報告する。 

 

１ 令和５年度の方針 

６５歳以上の区民に広く「ぱく増し」を周知し、令和５年はまず

多くの方々が「ぱく増し」のキャッチフレーズを『知る』ための普

及啓発事業に力を入れる。 

 

２ 事業計画 

（１）地域包括支援センターや広報物による周知 

地域包括支援センターの実態把握訪問時や介護予防教室等にてリ

ーフレットを活用した普及啓発を実施。また、あだち広報に限ら

ず、長寿医療だより、地域学習センターや図書館のミニコミ誌や掲

示において「ぱく増し」の普及啓発をしていく。 

（２）民間企業、スーパー、配食サービス事業者等との連携 

食品関係の事業者との連携により買い物時や広告等により「知

る」機会を増やす。例えば、区内の肉卸売業者ビセラル株式会社

（鹿浜１丁目）には、２月の月間に向けて協力をいただく予定。ま

た、３月末より本屋（アリオ西新井のくまざわ書店）からの依頼に

て「ぱく増しコーナー」を設置中であり、食品関係以外の事業者と

の連携も検討していく。 

（３）「ぱく増し」レシピの発信強化による周知力向上 

足立区公式キッチン「クックパッド（東京あだち食堂）」に

「ぱく増し」レシピを掲載し、ターゲットの拡大及び「ぱく増

し」レシピの普及を図る。 

 

 
 

議題２ 
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令和５年度 第１回地域包括ケアシステム推進会議 

令和５年６月１４日 

件  名  令和５年度地域包括支援センターの業務委託評価の実施について 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

 地域包括支援センター（以下「ホウカツ」という。）の業務委託評

価の実施について報告する。 

 

１ 目的 

ホウカツが、地域包括ケアシステムの中核的役割を担い、地域にお

いて求められる機能を十分に発揮するため、人員体制及び業務の状況

を定期的に把握・評価する。また、その結果を踏まえ、区及び受託者

が事業の質の向上のための必要な改善を図る。 

 

２ 根拠法令等 

（１）定期的な点検や評価 

介護保険法第１１５条の４６第４項、第９項 

（２）評価結果の公表 

介護保険法第１１５条の４６第１０項 

 

３ 実施方法等 

  別紙のとおり 

地域包括支援センター運営協議部会で協議する。 

 

４ 評価結果 

  地域包括支援センター運営協議部会で審議する。 

 

５ 評価結果の公表 

（１）地域包括ケアシステム推進会議に報告 

（２）足立区ホームページに掲載 

（３）その他、事務局が必要と判断した方法で公表 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

議題３ 



足立区地域包括支援センターの機能強化に向けたＰＤＣＡサイクル

～ 令和４年度評価から令和５年度の計画まで ～

事業計画を立てる（ホウカツ）３月中旬～４月下旬 事業計画を実行する（ホウカツ）

履行状況を評価する（足立区）１月中旬～２月上旬業務改善を行う（ホウカツ）２月上旬～３月下旬

１ 足立区と受託法人で契約を締結
２ 地域包括ケア推進課・高齢福祉課・絆づくり担当課とホウカツで

目的を共有
３ 地域包括ケア推進課・高齢福祉課・絆づくり担当課とホウカツで

契約内容の計画をヒアリング（5/26～7/5）

運営方針・仕様書・評価結果（改善要求）に基づいた令和５年度事業計画書を作成

仕様書に基づいた委託業務を実施

１ 運営体制 ６ 生活支援体制整備
２ 総合相談支援 ７ 認知症施策関連
３ 権利擁護 ８ 地域ケア会議推進
４ 包括的・継続的ケアマネジメント ９ 家族介護者支援
５ 在宅医療・介護連携推進 10 寄り添い支援活動

委託契約内容を実施（10事業）

履行状況をできるだけ数値化した項目で客観的評価を実施
評価結果に基づいた改善要求（運営体制や事業計画など）

Do

CheckAction

Plan

履行評価（１５項目） 取組評価（２３５項目）

②
評 価 者 地域包括ケア推進課、高齢福祉課、絆づくり担当課（3課6係：約30名）

評 価 視 点 委託仕様書の履行状況 履行状況の取組内容

不良 普通 良好

評 点 ６０点未満 ６０点以上８０点未満 ８０点以上

該 当 数 ０か所 ６か所 １９か所

①
センター長
ヒアリング

（2/6～2/9）

地域包括ケア推進課とセンター長が

履行状況や取組内容を確認

―

②

評 価 結 果
ヒアリング

（3/9～3/29）
地域包括ケア推進課とセンター長等（法人の代表者等）が
指摘事項を共有

改 善 要 求
地域包括ケア推進課からセンター長等に、評価結果に基づく
各事業毎の業務内容の改善やサービスの質の向上を要求

③
出 張 研 修

（普通以下６か所）

（４月～１２月）
基幹ホウカツと地域包括ケア推進課で
ホウカツに出向き改善要求に基づいた
出張研修を開催

―

自己評価（２２８項目・９月頃）

①

評 価 者 ホウカツの職員

評 価 視 点
厚生労働省が作成したホウカツの運営マニュアル及び区の運営方針に基
づき、実践の振り返り及び業務に対しての気づき

地域包括支援センター＝ホウカツ

委員評価

③
評 価 者

・ 運営協議部会員
（学識：大口氏、区民代表：足立区友愛クラブ連合会、足立区民生･児童委員協議会、
足立区町会･自治会連合会）

・ 区管理職（地域包括ケア推進課、高齢福祉課、介護保険課、絆づくり担当課）

評 価 視 点 利用者目線に立ち専門的・客観的

別紙

5
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令和５年度 第１回地域包括ケアシステム推進会議 

令和５年６月１４日 

件  名  令和４年度介護予防事業の実施結果について 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

令和４年度介護予防事業の主な実施結果について報告する。 

 

１ 目的 

介護保険の要介護・要支援認定を受けていない一般高齢者及び介護

に陥るリスクの高い高齢者に対して重要とされている、フレイル※１予

防に必要な「運動」「栄養・口腔ケア」「社会参加」の促進に重点を

置き、専門の事業者に事業を委託して実施した。 

※１ フレイルとは、加齢による筋力や心身の機能などが低下した状

態。適切な介入・支援（運動、栄養・口腔、社会参加）により維

持回復が可能。 

 

２ 令和４年度実施結果 

（１）地域ミニデイサービス・ふれあい遊湯う（別冊１２ページ参照） 

   まちのコミュニケーションの場でもある銭湯を会場に、高齢者を

対象として実施するミニデイサービス。楽しみながらフレイル予防

につながるレクリエーションなどを行い、高齢者が要介護状態にな

ることを防止するために実施した。 

 

 

 

 

 

 

（２）はつらつ教室（別冊７ページ参照） 

   要支援・要介護の認定を受けていない比較的元気な高齢者に対

し、運動や口腔機能の向上、栄養状態の改善、閉じこもり予防を目

的とした通所型介護予防教室。地域学習センター等の区施設、スポ

ーツクラブ等の民間事業所を利用して実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

報告１ 

項目/年度 ２年度 ３年度 ４年度 

参加者数

（人） 
１，４９０ １，２７９ ２，２２８ 

実施回数 

（回） 
２３１ ２２２ ３６６ 

 

項目/年度 ２年度 ３年度 ４年度 

参加者数

（人） 
５４３ ５６６ ６２３ 

実施回数 

（回） 
１７７ １５９ ３１０ 
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（３）はじめてのフレイル予防教室（別冊４ページ参照） 

介護予防チェックリストにおいて、何らかの生活支援が必要と判

断された高齢者に対して、地域包括支援センターによる実態調査に

より参加勧奨した。介護予防運動指導員・看護師・管理栄養士等

が、運動や口腔機能の向上、栄養状態の改善、認知症予防などを組

み合わせた総合型メニューを実施した。 

※ 全１２回１クールの連続講座型で開催。 

※ 令和２年度、令和３年度は感染対策のため開催時間を縮小した 

 ことで２交代制が実施でき、結果としてクール数が多い。 

 

 

 

 

 

 

（４）パークで筋トレ（別冊６ページ参照） 

要介護認定を受けない健康な高齢者を増やすとともに、地域の絆

づくりの促進を目的として、身近な公園・広場等安全な場所にて、

無理せず、誰でも気軽に参加できる、ストレッチ・ウォーキング等

の運動を、年間を通じて実施した。 

ア 会場 

花畑公園をはじめ、区内全３６カ所にて実施（令和５年３月現

在） 

イ 内容 

    筋トレ、ストレッチ、ウォーキング、コーディネーション運

動、リズム運動等を組み合わせ、１回につき約１時間実施 

ウ 対象 

    区内在住・在勤・在学で概ね６５歳以上の方 

 

 

 

 

 

 

（５）ウォーキング教室（別冊５ページ参照） 

自ら身体活動を継続化する中で健康体力の維持・向上を目指せ

る、健康な高齢者を増やすことを目的として、安全で気軽に歩くこ

とが楽しめるウォーキング教室を、年間を通じて実施した。 

 

項目/年度 ２年度 ３年度 ４年度 

参加者数

（人） 
１３，３００ ２６，６７０ ２６，５７４ 

実施回数 

（回） 
５６０ ７６１ ７９６ 

 

項目/年度 ２年度 ３年度 ４年度 

参加者数

（人） 
５６６ ６３２ ７０２ 

実施回数 

（クール） 
６７ ７２ ６１ 
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ア コース 

    区内を中心としたウォーキングコース 

イ 内容 

    正しい歩き方のアドバイス、ウォーキング、ストレッチ体操等 

ウ 教室 

    専門指導員による脚力にあわせた教室 

エ 対象 

    区内在住・在勤・在学で概ね６５歳以上の方 

 

 

 

 

 

 

 

（６）高齢者体力測定会（別冊３ページ参照） 

高齢者が自身の健康状態と日頃のフレイル予防への取り組みを実

感できることを目的とした体力測定会。測定内容は、握力や立ち上

がり能力のテスト、最大歩幅、歩行速度の計測など、下肢筋力やバ

ランス能力、転倒リスクの判定等に特化した内容で実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）みんなで元気アップ教室（別冊９ページ参照） 

介護予防に関する知識を深め、教室終了後参加者が自主グループ

として活動できるようになることを目指した教室を実施した。 

※ 全１０回１クールの連続講座型で開催。 

 

 

 

 

 

 

※ コロナ禍の令和２～３年度においては、自主グル―プ化を中止

し、自宅でも一人でも取り組める体操を中心とした内容に変更。

感染防止対策のため、開催時間数を縮小（６０分）したことで、

１会場２交代制が実施できたため、結果として参加者数が増加し

た。 

※ 令和４年度は、自主グル―プ化を目指した内容に戻し、理解度

を高めるため、開催時間を拡大（６０分→９０分）した。それに

より、２交代制が減ったことで、参加者数は減少したが、グル―

プワークやグル―プウォーキングの実施により、地域で介護予防

に取り組む自主グル―プが創出できた。 

項目/年度 ２年度 ３年度 ４年度 

参加者数

（人） 
２５５ ４２５ ４８５ 

実施回数 

（回） 
３０ ６１ １１６ 

 

項目/年度 ２年度 ３年度 ４年度 

参加者数

（人） 
６７５ ８４５ ６４７ 

実施回数 

（クール） 
９５ ９７ ５６ 

 

項目/年度 ２年度 ３年度 ４年度 

参加者数

（人） 
５８０ ４７５ ４９１ 

実施回数 

（回） 
３２ ３０ ３９ 
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（８）元気アップサポーター養成研修（別冊１０ページ参照） 

介護予防に関する知識を深め、グループワークを通じて、フレイ

ル予防の指南役を育成する教室。コロナ禍により、活動継続が困難

な既存の自主グループの代表者に対して、活動継続に向けたアドバ

イスを中心とした内容に変更。 

  ※ 全８回１クールの連続講座型で開催。 

 

 

 

 

 

 

 

（９）住区センターにおける自主的な介護予防講座 

住区センターにおける自主的な介護予防に関する効果的な講座と

して、平成３０年度から実施。内容はア～ウのいずれかのテーマで

実施。 

ア 身体機能や運動機能の維持・向上に資する体操や運動 

令和４年度実施数 ４９回 

イ 口腔機能の向上に資する講座 

令和４年度実施数 ４回 

ウ 栄養に関する講座 

令和４年度実施数 ９回 

 

 

 

 

 

 

 

３ 今後の方針 

（１）パークで筋トレや高齢者体力測定会等、各種事業への効果的な参

加を促すとともに、地域で活動する自主グル―プが継続してフレイ

ル予防に取り組めるよう、区が実施する事業のグル―プ活動への活

用を含めた、重層的な展開を進める。 

（２）フレイル予防事業全体の参加者数の増加につなげるため、周知方

法を見直すほか、Ａ－メールや区ＬＩＮＥ公式アカウントなど、Ｓ

ＮＳを活用した情報発信を実施する。 

 

 

項目/年度 ２年度 ３年度 ４年度 

参加者数

（人） 
５８９ ５９４ １，３６０ 

実施回数 

（回） 
２６ ２９ ６３ 

 

項目/年度 ３年度 ４年度 

参加者数

（人） 
４５ ９０ 

実施回数 

（クール） 
５ １０ 
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令和５年度 第１回地域包括ケアシステム推進会議 

令和５年６月１４日 

件  名  令和４年度食べてフレイル予防事業の実施結果について 

所 管 部 課  区民部 高齢医療・年金課 区民部 国民健康保険課 

衛生部 データヘルス推進課  

福祉部 高齢施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

令和４年度から開始した高齢者の保健事業と介護予防を一体的に実

施する、「食べてフレイル※予防」事業による支援実績について報告す

る。 

※ フレイルとは、筋力や心身の機能などが低下した状態。適切な介

入・支援（運動、栄養・口腔、社会参加）により維持回復が可能。 

 

１ 事業内容 

低栄養予防を中心としたフレイル予防事業を個別支援と集団支援の 

両面から実施。 

（１）個別支援 

令和３年度後期高齢者医療健診受診４１，４６０名中、低栄養の

基準であるＢＭＩが１８．５未満、かつ６か月間に２～３kg の体

重減少があると回答した７５～７９歳（要支援・要介護等除く）に

対し、３～４か月間の訪問２回を含む栄養相談を実施した。 

（２）集団支援 

通いの場【住区センター１１か所（綾瀬、入谷、梅島、栗原北、

島根、千住柳町、中央本町、東和、西伊興、東伊興、花保）及び 

鹿浜いきいき館 計１２会場】にて栄養講座２回と参加者主体の測

定（体重、筋肉量、握力等）を実施した。 

 

２ 実施結果 

（１）個別支援 

低栄養の抽出対象者８２名中、修了者４１名（実施率５０％） 

ア 支援修了者４１名のうち、４０名が体重維持増加達成、３１名

が食や生活習慣を見直す行動変容を達成。 

イ 栄養相談未実施者３４名 

【内訳】 

① 栄養相談必要なし １６名 

② 地域包括支援センターによる支援依頼 １５名 

③ 要介護認定に伴うケアマネジャーによる支援 ３名 

（２）集団支援 

ア 栄養講座 ２３回（参加者５８２名）測定参加者 ３５０名 

イ 栄養講座アンケート結果（回答者４６８名） 

（ア）フレイルの認知度 ４１６名【８９％】 

報告２ 
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（イ）たんぱく質を多く含む食品（肉、魚、卵、大豆製品）の摂取 

頻度 

① 毎食（１日３回）摂る人 １７２名【３７％】 

② 栄養講座２回参加者（８３名）の毎食（１日３回）摂る割

合変化 ３１％→４１％ １０ポイント上昇 

 

３ 支援から見えてきたこと 

（１）個別支援 

  ア 支援修了者４１名は、目標値の３０％を大きく上回り、低栄養

のリスク者の食傾向把握が可能になった。家族の状況変化（他界

や認知症等介護が必要な状態になる等）や孤食が体重減少のきっ

かけになりやすいという傾向が見られた。 

  イ 体重維持増加者の割合は９８％であり、目標値の７０％を上回

った。また、食や生活習慣を見直す等の行動を変化させた方は

７６％であり、目標値の８０％を若干切るものであった。今後

は、目標内容を書いたメモを渡すなど可視化し、行動変容につな

がりやすい取り組みを検討する。 

  ウ 修了者へのアンケートから、区が個別訪問という手厚い支援を

実施したことに、驚きと感謝の気持ちを受け取ることができた。 

（２）集団支援 

  ア 栄養講座は、簡単な調理実演を盛り込み、食材の一部である缶

詰（魚の蒲焼缶詰等）や調味料（カレー味の粉末調味料等）を食

教材としてお持ち帰りいただくなど、たんぱく質摂取向上のきっ

かけとなる講座となった。 

  イ 各会場での定期的な測定に多くの方が継続的に参加できるよ

う、意欲を高める方法を検討する。 

 

４ 令和５年度の事業の変更点 

（１）個別支援 

  ア 個別訪問等支援にて伝えた支援内容「情報提供書」を、本人 

の同意を得た上でかかりつけ医に郵送する。 

イ 令和４年度修了者へフレイル予防資料及び体調等確認書類を郵 

送する。 

（２）集団支援 

ア １２会場を新たに追加 計２４会場（改修中は除く） 

住区センター１２か所（青井、弘道、江北コミュニティ、 

鹿浜、千住あずま、千住本町、舎人、西新井栄町、平野、 

保塚、南花畑、本木関原） 

イ 測定（体重、筋肉量、握力）や筋肉維持の運動を盛り込む事 

業の事業名を「筋肉上げマッスル測定会」とし、通いの場での 

測定や筋力維持活動を広く周知する。 
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令和５年度 第１回地域包括ケアシステム推進会議 

令和５年６月１４日 

件  名  令和４年度医療・介護連携研修の実施結果について 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課  

内   容 

令和４年度の医療・介護連携研修会の実施結果について報告する。 

 

１ 目的 

  医療機関と介護事業所等の関係者が連携するための研修会を開催

し、在宅医療と介護の一体的な提供を促進する。 

 

２ 参加団体（９職種） 

 

３ 令和４年度実施結果について 

（１）医療・介護スキルアップ研修 

ア 開催日時 令和４年９月１４日（水） 

  １９時～２１時 

イ 開催方法 オンライン（Ｗｅｂeｘ） 

ウ 研修テーマ・講師 

  「新型コロナウィルスの現状等について」    

     阿部メディカルクリニック 阿部 聡 院長 

    「ウイルス・ワクチンの基礎、接し方等について」 

     博慈会感染症制御室 田島 剛 室長 

エ 視聴回数 １６０回 

 

（２）多職種連携研修会 

ア 開催回数 区内５ブロック 各１回 

イ 開催結果 

 団 体 名 

１ 足立区医師会 

２ 足立区歯科医師会 

３ 足立区薬剤師会 

４ 足立区介護サービス事業者連絡協議会 

５ 東京都柔道整復師会足立支部 

６ 
あだちＰＯＳネットワーク 

※ ＰＯＳ・・・理学療法士・作業療法士・言語聴覚士 

７ 東京都栄養士会足立支部 

８ 足立区多機能サービス連絡会 

９ 地域包括支援センター 

報告３ 
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４ 今後の方針 

多職種間の連携を深めていくため、各団体間の連絡・調整を丁寧に

進めたうえで、研修内容等を決定していく。また、５ブロック全体で

の研修会を開催し、ブロックごとの連携事例を共有していく。 

 

ブロック 日時・場所 内容 参加者 

千住 

１０月５日（水） 

１９時～２１時 

梅田地域学習 

センター 

「多職種を知り、千住

エリアでの今後の連携

について考える」 

ミニレクチャー 

長寿社会を女性視点

で解説 

「百寿者、介護、女性

疾患」 

５３人 

中部 

１０月１２日（水） 

１９時～２１時 

ギャラクシティ 

「多職種とどのような

連携ができるか」 

職種紹介プレゼンテー

ション 

６２人 

東部 

１０月２６日（水） 

１９時～２１時 

勤労福祉会館 

「多職種とどんな連携

ができるか～職種別プ

レゼンテーションを踏

まえて～」 

職種紹介プレゼンテー

ション 

３６人 

西部 

１１月１６日（水） 

１９時～２１時 

ギャラクシティ 

「多職種とどのような

連携ができるか」 

職種紹介プレゼンテー

ション 

６２人 

北部 

１１月３０日（水） 

１９時～２１時 

竹の塚地域学習 

センター 

「多職種を知り、北部

エリアでの今後の連携

について考える」 

ミニレクチャー 

「多職種連携による高

齢者のフレイル予防」 

５０人 
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令和５年度 第１回地域包括ケアシステム推進会議 

令和５年６月１４日 

件  名  令和４年度認知症施策の実施結果について 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

令和４年度認知症施策の実施結果について報告する。 

 

１ 目的 

  認知症本人や家族の意思が尊重され、認知症になっても住み慣れた

地域で暮らし続けられるよう、地域で支える人材育成や普及啓発など

に重点をおき認知症ケア推進事業を実施した。 

 

２ 令和４年度実施結果 

（１）認知症サポーター養成講座 

各地域包括支援センターにて、国で定める「認知症サポーター養

成講座実施マニュアル」に基づき、年３回以上開催した。 

認知症サポーター数実績（人） 

年度 ２年度 ３年度 ４年度 

受講者数 １,０４５ ８９８ １,６９９ 

累計 ３１,３５９ ３２,２５７ ３３,９５６ 

 

（２）もの忘れ相談事業 

足立区医師会のもの忘れ相談医が、相談者からの相談に応じてお 

り、各地域包括支援センターにて年４回実施した。 

もの忘れ相談事業実施実績（人） 

年度 ２年度 ３年度 ４年度 

相談者数 ２０１ １８１ ２４１ 

 

（３）認知症初期集中支援推進事業 

認知症の早期診断・早期対応に向けた支援体制を構築することを目

的として、認知症の人やその家族に早期に関わる「認知症初期集中支

援チーム」を配置して事業を実施した。 

認知症地域支援推進員が受けた相談件数（件） 

年度 ２年度 ３年度 ４年度 

相談件数 ３ ３ ３ 

 

 

 

 

報告４ 
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（４）認知症アウトリーチ事業 

地域包括支援センターが支援困難な事例について、区に配 

置された認知症支援コーディネーターと、認知症疾患医療センター

として東京都が指定している医療法人社団大和会大内病院の認知症

アウトリーチチームが、早期の診断につなげ、適切な医療・介護サ

ービスに結び付ける事業を実施した。 

認知症支援コーディネーターが受けた相談件数（件） 

年度 ２年度 ３年度 ４年度 

相談件数 ５１ ４９ １０６ 
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令和５年度 第１回地域包括ケアシステム推進会議 

令和５年６月１４日 

件  名  令和４年度認知症月間の取組結果について 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

新型コロナウィルス感染症流行により、令和２年度、３年度と中止し

ていた「認知症月間」の令和４年度の取組について報告する。 

 

１ 実施概要 

（１）日時 

令和４年９月１日（木）～９月３０日（金） 

（２）実施内容 

パネル・ポスターの展示及びリーフレットの配架、ミニイベントの

実施 

（３）実施場所 

ア イトーヨーカドー系列 ６店舗 

イ 区内認知症に関わる薬局や介護事業所等 ２０か所 

ウ 図書館 全１５か所 

エ ポスター、リーフレットの展示、配架 １９,４１０か所 

（４）実施結果 

別紙参照 

   

２ 今後の方針 

４０・５０歳代の区民に身近な場所で、認知症の正しい知識に基づき

早めの備えに取組、社会資源を知る機会となるよう、引き続き普及啓発

を実施していく。 

 

報告５ 



 

９月「認知症月間」の取り組み実施報告 

 

9 月 21 日の「世界アルツハイマーデー」に合わせて「認知症月間」の取り組みを行った。 

今年度は、外出時に目に触れて、手に取ってもらう PR 展開、新型コロナウイルス感染症の流

行如何にかかわらず必ず外出するスーパーで40～50代をターゲットに1か月間買い物ついで

に知ることができるアウトリーチ展開を実施し、身近な地域で気軽に参加できるミニイベント、

アリオ西新井で「脳活フェスタ」を開催した。 

 

１ 実施概要 

（１）日  時：令和 4 年９月１日（木）～９月３０日（金） 

（２）実施内容：パネル、ポスターの展示及びリーフレットの配架、ミニイベントの実施 

（３）実施場所：イトーヨーカドー系列 ６店舗 

区内認知症に関わる薬局や介護事業所等 ２０か所 

図書館 全１５館、地域包括支援センター 

ポスター、リーフレットの展示、配架 １，３９２か所 

（４）実施結果：リーフレット配布数 １９，４１０枚 

ミニイベントの参加者 ４３９名（R３年度２２４名） 

 

2 PR 展開 

（１）パネル展示、リーフレットの配架 

 イトーヨーカドー系列各店舗では、場所の決定等、店舗担当者様の多大なご協力により

1 か月間の展示、配架を実施した。 

 すべての店舗でサッカー台にチラシを配架し、アリオ西新井店ではサッカー台近くの特

設ラックに認知症予防レシピ「らく・うま ごはん」の配架をしていただいた。 

 その結果、駅スタンドや事業所での配架とあわせて約１９，５００枚のリーフレットを

買い物に来た方にお持ち帰りいただいた。 
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アリオ西新井 6,124枚 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

綾瀬 892枚 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

竹の塚 1,054枚 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

梅島 592枚 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

千住 909枚 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ヨークプライス 西新井 1,013枚 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

駅スタンド 1,698枚 〇 〇

2,453枚 〇

4,675枚 〇

計 19,410枚 9,723 1,261 1,224 344 2,973 493 476 840 370 181 44 160 256 1,065

ミニイベント実施事業所、足立成和信
用金庫、図書館、郵便局、銭湯

三師会、地域包括支援センター

イトーヨーカドー

ヨークフーズ

配布数配架場所

配架リーフレット

 

   

 

   
 

 

（２）SNS による発信 

ア 9 月の月間中 Twitter、Facebook を毎日投稿 

イ A メール（９/１認知症月間、9/21 世界アルツハイマーデーに配信） 

（３）公式ホームページ 

ポスター、リーフレットに QR を掲載した結果、閲覧数が前月比で 2 倍以上になった。 

 202２年 8月 

ページビュー数 

202２年 9月 

ページビュー数 
前月比 

認知症サポーター養成講座 185 404 + 2.18 

ながら脳活で認知症予防 58 162 + 2.79 

脳を活きいき！9 月は認知症月間（＊8/10 公開） 364 865 + 2.38 

（４）その他の PR 

・ビュー坊テレビ、オリパラサイネージ放映 

・あだち広報 8 月２５日号 

・図書館全１５館で特設棚の設置 

・ヨークプライス レシート一言印字 

・食品売り場で認知症予防の食品紹介 

・アリオ西新井店内トイレ 9 か所に 

アウトリーチ展開への誘導ポスター掲示 

・店内休憩スペースの椅子への脳トレ掲示 

・地域包括支援センター機関誌に月間 PR 

記事掲載 

 

 

 

 

🔺梅島店 

🔺竹の塚店 🔺アリオ西新井店 🔺綾瀬店 

🔺千住店 🔺プライス西新井店 

1７ 

別紙 



 

３ R４年度の新たな取り組み  

（1）リーフレット「らく・うま ごはん」の作成 

今年度は、衛生部「あだちべジタベライフ」と「脳活」がコラボし、リーフレット 

「よく噛んで＋野菜等を食べて＝認知症予防 らく・うま ごはん」を作成した。 

イトーヨーカドー系列全店舗のサッカー台等に配架し、多くの方に配布できた。 

（２）「ベジチェック（推定野菜摂取量の測定）」及び管理栄養士による相談コーナーの実施 

イトーヨーカドー系列各店舗でカゴメ株式会社の「ベジチェック」を実施した。 

１，７４７名の幼児から高齢者までの多くの区民が測定した。その結果、一日野菜摂取

量が３５０g 以上の方が１６％、３５０g に満たない方が７４％にであった。野菜摂取量

が不足している方には、不足分の野菜の摂取方法について管理栄養士が個別指導を実施し

た。同時に、よく噛むことと認知症との関係についても説明を行った。 

   

 

４ アウトリーチ展開 

（1）地域包括支援センター出張相談コーナー 

ターゲットである 40～５０代の人が、認知症に対する正し

い理解に基づき、早めの備えに取り組む機会にすること、将来

家族を介護する立場になる人が、資源を知る機会にすることを

目的にアウトリーチ展開を実施した。 

今年度はイトーヨーカドー３店舗、ヨークプライス１店舗で

計１３日間、感染予防対策を行い実施した。 

（２）アンケート結果 

スタッフによる声掛けに応えてくださった６２９人にアンケ

ートを実施した。 

ア 来場理由 

買い物に来たらたまたまやっていたという人が、8４％を占め、当初の狙いであ 

る買い物ついでの偶然の出会いがほとんどであった。 

 

イ 来場者年代 

年代別では、ターゲットとした４０～５０代が３０．８％で全体の１/３であった。 

すべての年代でみると７０歳未満が６０％で、比較的若い世代に認知症予防の PR を

することができた。 

 

 

 

５ ミニイベントの実施 

身近な地域で参加できるミニイベントを下記のとおり実施した。 

（１）実施事業所数：３９事業所 

（病院、薬局、介護事業所、地域包括支援センター等） 

（２）参加者：４３９人 

〈内訳〉 

ア 正しく知って、早めに備える： 

３３事業所  １２４人 

イ 語り合う：４事業所   ２６人 

ウ 認知症サポーター養成講座： 

２２事業所  ２８９人 

 

 

 

 

６ 今後に向けて 

（１）今年度は新型コロナウイルス感染症流行の動向が不透明であったが、多くの事業所

が「人が滞留しない」「講座は少人数で」という区の方針をご理解いただき、協働して

実施することができた。 

（２）「脳活フェスタ」「認知症月間の取組」を開始して５年になるが、参加事業所、人数

とも増え、「身近な地域で認知症の正しい情報を得る」ことが徐々に浸透していること

を、区民の声を聴き実感している。しかし、日々の地域包括支援センターの活動から

は実感がない。より「身近な地域で」情報を得られる工夫が必要である。 

（３）今後も継続して実施し、この動機づけが行動変容につながるように実施方法等検討

し、継続していきたい。 

 

1８ 
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令和５年度 第１回地域包括ケアシステム推進会議 

令和５年６月１４日 

件  名  あたまの健康度測定（認知症検診推進事業）の進捗状況と今後に 

ついて 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課 

内   容 

令和４年度「あたまの健康度測定※１（認知症検診推進事業）」の集団検診

の実施結果と令和５年度のスケジュールについて報告する。 

※１ あたまの健康度測定とは、区内在住の７０歳の方を対象に、「自分で

できる認知症の気づきチェックリスト」や認知機能検査等をふまえて

医師が問診を実施し、認知機能低下の疑いの有無を判定する事業です。 

 

１ 令和４年度集団検診の実施内容と結果 

（１）日程 令和５年３月７日（火）、８日（水） 

（２）場所 シアター１０１０ １１階ギャラリー 

（３）対象 令和４年度に７０歳を迎えた方 

     （昭和２７年４月１日～昭和２８年３月３１日生まれの方） 

（４）募集人員 １５０人 

（５）内容 問診、認知機能検査等 

（６）検診結果 

ア 検診案内発送数、申込者数、受診者数 

 

 

 

 

 

 

イ 判定結果 

「認知機能低下の疑いなし」 １２２人（８６．５％） 

「認知機能低下の疑いあり」  １９人（１３．５％） 

ウ 医療機関連絡票、伴走支援制度※２連絡票発行数 

「認知機能低下の疑いあり」と判定された人は、検診当日に問診 

を担当した医師がかかりつけ医がいるかを確認し、かかりつけ医あ

りの１８人に医療機関連絡票を発行した。また、伴走支援制度の利

用を希望した人は４人（かかりつけ医あり３人、かかりつけ医なし

１人）であった。 

※２ 伴走支援制度とは、「あたまの健康度測定（認知症検診推進

事業）」で、認知機能低下の疑いがあると判定された人を対象に

行う検診後の支援制度です。医療保険・介護保険対象外の足立

区独自の事業で、区から委託を受けた看護師がご自宅への訪問

や電話により、認知症への備えと理解を促し、在宅生活を継続

するための支援を行います。 

 

報告６ 

 発送数 申込者数 受診者数 
受診率 

（受診者数／発送数） 

男性 ３，５４９ ７５ ７０ ２．０％ 

女性 ３，５６７ ８４ ７１ ２．０％ 

計 ７，１１６ １５９ １４１ ２．０％ 
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２ 令和５年度集団検診、個別検診の概要 

（１）令和５年度に７１歳を迎える方 

（昭和２７年４月１日～昭和２８年３月３１日生まれの方） 

ア 集団検診 前記１のとおり実施済み 

イ 個別検診の実施 

① 検診日程 令和５年５月２２日（月）～８月３１日（木） 

② 実施場所 区内指定医療機関（４８か所） 

③ 募集人数 １５０人 

④ 実施内容 医師による問診、認知機能検査、結果説明 

ウ 伴走支援制度の実施 

支援日程 令和５年５月初旬～（最長６か月） 

（２）令和５年度に７０歳を迎える方 

（昭和２８年４月１日～昭和２９年３月３１日生まれの方） 

ア 集団検診の実施 

① 検診日程 令和５年７月８日（土）、９日（日） 

② 実施場所 シアター１０１０ １１階 ギャラリー 

③ 募集人数 ２００人 

イ 個別検診の実施 前記２（１）イと同様に実施 

ウ 伴走支援制度の実施 

支援日程 令和５年８月中旬～（最長６か月） 

 

３ 今後の方針 

「認知機能低下の疑いあり」と判定された人への伴走支援制度による

フォローと同時に、認知症地域支援推進員※３や各地域包括支援センターと

連携し、継続的に支援していく。 

※３ 認知症地域支援推進員とは、認知症本人及びその家族の抱える

問題を総合的に支援し、医療と介護の連携と各地域包括支援セン

ター全体の認知症対応力の向上を推進しています。 
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令和５年度 第１回地域包括ケアシステム推進会議 

令和５年６月１４日 

件  名  地域包括支援センター支援システムの本稼働の開始について 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 地域包括ケア推進課  

内   容 

区と区内２５か所の地域包括支援センター（以下「ホウカツ」とい

う。）を専用回線ネットワークで結ぶ、地域包括支援センター支援シ

ステムの本稼働を令和５年５月１１日に開始したので報告する。 

 

１ システムを使用する地域包括支援センター・所属 

（１）２５か所の全ホウカツ 

（２）庁内関係所管（４課） 

地域包括ケア推進課、高齢福祉課、介護保険課、絆づくり担当課 

 

２ 主な機能 

（１）総合相談記録の入力・参照機能 

（２）光回線（ＶＰＮ※）による専用回線ネットワーク 

  ※ 仮想的な専用線により拠点間を接続するネットワーク 

（３）介護保険システムとのデータ連携 

（４）区とホウカツが使用するファイル共有サーバー 

（５）ＵＳＢによるデータの持ち出し制限 

（６）専用ソフトによる統計的分析 

 

３ 本稼働後２週間（５月２５日まで）の稼働状況 

（１）ホウカツ営業日の１日当たりの平均ログイン回数 

   約２２０回 

  ※ 個人が複数回ログインした場合も全てカウントした回数 

（２）ホウカツからの問い合わせ状況 

  ア 地域包括ケア推進課宛 １日当たり平均２０件 

  イ コールセンター宛   １日当たり数件 

  ウ 主な問い合わせ内容 

    ① 月報の提出方法について 

② 介護予防ケアマネジメント及び請求業務の入力について 

（３）不具合等の発生状況 特になし 

 

４ 導入後の効果 

（１）区とホウカツの円滑な情報共有による業務効率化と確実性の向上 

（２）区による相談記録等の情報管理（高齢者の転居やホウカツ受託法

人の変更等が生じても影響を受けない体制の構築） 

（３）ＵＳＢ手渡しの廃止、ログイン時の静脈認証等によるセキュリテ

ィの向上 
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令和５年６月１４日 

件  名  エンディングノート（じぶんノート）の作成について 

所 管 部 課  福祉部 高齢者施策推進室 高齢福祉課 

内   容 

１ 「じぶんノート」のコンセプト 

（１）人生の終わりに向けて、残された人のための覚書としてだけでは

なく、どんな時にも自分の意思が尊重されるための意思決定表明の

手段として、さまざまな福祉サービスの提供方針決定の際にも活用

できるツールとなる。 

（２）書くことを通じて、家族等とのコミュニケーションのきっかけと

なり、相談ができる。 

 

２ 従来品と「じぶんノート」の比較 

 旧エンディングノート じぶんノート 

主体者 
記入者が家族等のことを

考えて書く 

記入者が、自分自身のた

めに書く 

目的 
終活の一環。残された者

のための覚書 

社会福祉施策の運営にお

ける意思決定支援のツー

ルを兼ねる 

イメージ 
人生の終わりに向かって

いるという負の印象 

やりたいことや、これか

らの夢など、自身の望ま

しい将来を想定できる 

記入項目 
財産、葬儀、お墓等に関

わる一般的な事項 

足立区の地域性や福祉需

要等を踏まえた事項。必

要な情報を追加 

記入環境 
記入者のみ、または家族

と相談するなど 

地域包括支援センター、

ケアマネジャー等の支援

を受けられる 

 

３ 作成部数と配布方法 

（１）令和５年５月に５，０００部を作成し、高齢福祉課、地域包括支

援センター、権利擁護センターあだち、区民事務所で配布。 

（２）令和５年８月に５，０００部を増刷予定 
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